
洞爺湖温泉小学校

ねらい ・有珠山噴火に伴い破壊された森林が、再生されてきたことを理解する。
・いろいろな形で様々な種類の植物が侵入し、森林が再生されてきたことを知る。
・その森林再生を手助けするため、多様な在来種のタネを採取し、苗を育てる。
・将来的には洞爺湖温泉街の遊砂地の緑化に利用する。
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授業には全校生徒が参加しました。

最初に、岡村先生が火山噴火後の森林再

生と自然林の意義について説明しました。

そして、多様な種類の木のタネと苗を観

察しました。

次に洞爺湖畔の森林に出かけ、自然の森を観察しました。

ハルニレのタネまき

子どもたちは、多様な種類の木や生き物を発見。

その成長過程について説明を受け、森の再生を学びました。

今後は、ハルニレの成長を見守りながら緑について理解を

   2000年有珠山噴火後、噴火の経験を次世代に伝え、将

来の防災や環境保全、地域の発展に生かすことを目的とし

た様々な取り組みが行われてきました。その中で、教育関

係者を含む地域の方々と火山や砂防の研究者、さらに行政

との連携が進んでいます。

を生かした環境防災教育の一環として始まりました。
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おかむら　 としくに
②　タネまき

④　水やり

①　土を入れる

③　砕石で抑える
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6月23日　タネまき直後

第 2回　たくさんの種類のタネを探す

9月 29日　快晴

この日は、まず湖畔の森林に木のタネを探しに行きました。

トチノキ・オニグルミ・ミズナラ・ヤマモミジ・センノキ

イタヤカエデなど、春より多くのタネを見つけることが

できました。

見つけたタネを持ち帰り、選別。

タネまきでは、タネの大きさによって方法が変わる

ことを学びました。

子どもたちは、この小さな堅い実から大きな木にな

さらに、岡村先生から“タネたち”は雪の下で冬を

越すのだということを教わり、心配しながらも、

小さな植物の生命力の強さを感じ取っていました。

森林再生のささやかなお手伝いをきっかけに、

自然を理解し共生する心を育んでほしいと思います。

左から、トチノキ、ミズナラ、イタヤカエデ、センノキ

ミズナラの選別。

水に浮くものは、虫が食ってい

がついたまま落ちているタネは

まだ若いため、芽がでない。
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先生のおもい

   2000年有珠山噴火による泥流被害で、洞爺湖温泉小学校は

校舎の移転を余儀なくされました。また、自宅にも被害が及び

転居せざるを得なかった子どもたちもいます。

   有珠山は噴火で地域に多大な影響を及ぼしましたが、同時に

自らも傷つけます。しかし、その度に自分でよみがえる「強さ」

を発揮し、再生してきました。

   有珠山の自然を学ぶことで、「緑の再生」という夢のあるテー

マを子どもたちに伝えたいのです。


